
                                               

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                   

６月の予定  

1 土  

2 日  

  3 月 体育指導 

  4 火 避難訓練 

5 水  

6 木 ３歳絵画指導・４歳食育体験 

7 金 園外保育（３～５歳） 

8 土  

9 日  

10 月 体育指導 

11 火 ４歳絵画指導・乳児健診 

12 水 誕生会 

13 木 ５歳絵画指導 

14 金 ４．５歳オルフ指導 

15 土  

16 日  

17 月 体育指導 

18 火 お店屋さんごっこ 

19 水 ３歳絵画指導 

20 木  

21 金 ２．３歳オルフ指導 

22 土 みんなの会 

23 日  

24 月 体育指導 

25 火 ５歳絵画指導 

26 水 ４歳絵画指導 

27 木 乳児身体測定  

28 金 
幼児身体測定 

４．５歳オルフ指導 

29  土  

30  日  

 

今月の目標  

体をたくさん動かして元気に遊ぼう！ 

＜行事の紹介＞ 

・お店屋さんごっこ・・６月１８日（火） 

今年も異年齢児交流(わくわく活動)でお店屋さんごっこに取

り組みます。幼児組の子どもたちがやりたいお店を話し合い４

つのお店が決定しました。「ライフ」「アクセサリーおもちゃ屋

さん」「病院の中の床屋さん」「金魚すくい」のお店が出店予定

です。お店の品物や必要な物を子ども達が「○○もほしいよね

～」「○○もあったらいいんじゃな～い？」と話し合って何を作

ろうか考えてみんなで作っています。朝夕の特例保育の時間も

「せんせ～○○つくっていい？」と聞いて作るほど楽しみにし

ています。お店屋さん当日は３～５歳の子どもたちが交代でお

店の人になったり、お客さんになって楽しむ予定です。もちろ

ん、乳児クラス（０～２歳）もお客さんになって、参加をしま

す。 

 

ミミズと幼虫と青虫 

先日、野菜の苗を植えるために、川園庭でプランターの土おこしをしているときのことです。子ど

も達がそばに寄ってきて土の中にいる幼虫やミミズを見つけ興奮気味です。「ミミズ触れるんだ」と

得意げな子。（お部屋はいるとき手をあらおうね…）「みて！ミミズのトンネル！」「この幼虫なんの

ようちゅうかな？」「かぶとむしかなぁ」そして、「ぼくの幼虫だよ！」と幼虫の取り合いでけんかに

なるほどです‥‥。 

 また、土園庭のお隣との境でみつけた小さな〝イモムシ〟をミカンの葉っぱと一緒に虫かごにいれ

玄関の図書コーナーのところに置きました。「はっぱたくさんたべてる」「くろいのうんちかなぁ」そ

の小さな幼虫がだんだん緑色になってくると、「はらぺこ青虫」の歌を歌いだす児も…。その青虫が

今はさなぎになって・・・。毎日誰かしら、虫かごをのぞいています． 

幼児期には、“知識”より“感じるこころ（不思議なだなぁ…とおもうこころ）“”の方が大切だと

レイチェル・カーソンは『センス・オブ・ワンダー』の中でいっています。 

とても素敵な文章です。載せますのでご覧ください。              佐瀬 裕子 

    

子どもたちの世界は、いつも生き生きとして新鮮で美しく、驚きと感激にみちあふれています。残

念なことに、私たちの多くは、大人になる前に澄みきった洞察力や、美しいもの、畏敬すべきものへ

の直感力をにぶらせ、あるときはまったく失ってしまいます。 

もし私が、全ての子供の成長を見守る善良な妖精に話しかける力をもっているとしたら、生涯消え

ることのない「センス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思議さに目をみはる感性」を授けてほしいと頼

むでしょう。 

消化する能力がまだそなわっていない子どもに、事実をうのみにさせるよりもむしろ子どもが

知りたがるような道を切りひらいてやることのほうがどんなにたいせつであるかわかりません。                        

The Sense of Wonder   by  Rachel L./ Carson 

 

園HP 

【クラスの様子 ひよこ組】 

 ひよこ組の生活がスタートし、早くも２か月が経ちました。初めは新しい環境に不安がいっぱいの

子どもたちでしたが、自らおもちゃを手に取り楽しむ姿や、保育士に抱っこを求める姿などが見られ

るようになりました。また、目と目を合わせて手遊びを楽しんだり、保育士の声掛けに等によって、

表情豊かに笑い返してくれるようになり、笑顔の時間が増えてきました。 

日中は、バギーに乗って川沿いお散歩やテラス、お部屋を這い這いやずり這い、マットの上で寝返

りや腹ばいなど子ども達は全身を使って遊んでいます。その他にもこま、ボール等動くものを目で見

て、目で追って楽しんでいます。鏡に映る自分の姿はとても不思議で 

子どもたちには面白い世界です。保育園が子ども達にとってのびのびと 

安心して過ごせる場所となるよう、穏やかな雰囲気の中で過ごしていき 

たいと思っています。 

やまと保育園の使命（ミッション） 

“子どもの最善の利益（幸せ、喜び、育ち・・）”を最優先に考え、親と連携しながら一人一人の子どもの成長を見

守り、全職員と講師とのチームワークで充実した保育環境を整えます。そして、子どもの“自発的な遊び”を通して、

豊かな心と生きていく力を育む保育を目指し、親とともに“子育ての楽しさ”を感じあいます。 

 

【異年齢児交流】 

 今は幼児組を中心にお店屋さんごっこに向けての活動をして

います。当日は、乳児組さんもお客さんになって買い物に来て

くれる予定なので、みんなが楽しんで参加できるように幼児組

さんは、品物の制作を頑張っています。 

異年齢児交流は 

 ★年齢の枠を超えてお互いの関わり方を知る（協調性や社会

性が身につく） 

 ★思いやりの気持ちが育まれる 

 ★友達の輪が広がる 

等のねらいがあります。安全性を確保しながら楽しい経験が出 

来るよう異年齢児交流の機会を担当保育士を中心に作っていき 

たいと思っています。 

令和６年６月１日発行 

 

 


